
夏
一
番

吉
田
町
夏
祭
り

　　

７
月
４
日
、
県
内
最
初
の

夏
祭
り
、吉
田
町
夏
祭
り
「
夏

一
番
！
き
な
は
い
や
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
の
空
の
も
と

会
場
周
辺
は
大
勢
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
吉
田
小
児
童

の
「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
笛

隊
」
で
は
、
元
気
で
力
強
い

演
奏
を
響
か
せ
、「
魚
つ
か

み
・
魚
す
く
い
大
会
」「
ビ

ン
ゴ
大
会
」「
フ
ル
ー
ツ
フ

ル
早
食
い
競
争
」
な
ど
で
は

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
み
こ
し
・
牛
鬼
巡
行
」

で
は
、
勇
ま
し
い
掛
声
と
と

も
に
有
志
が
担
ぐ
神
輿
と
宇

宇
和
島
ク
ラ
ブ
通
信

第
５
号

平
成
21
年　

11
月

宇
和
島
市
役
所
総
務
課

ふ
る
さ
と
で
味
わ
う

夏
の
ひ
と
と
き

　

８
月
13
日
、
第
42
回
納
涼

大
会
が
三
間
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
盆
を
ふ

る
さ
と
で
過
ご
す
多
く
の
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

三
間
輪
の
会
・
宮
野
下
町
自

治
会
・
商
工
会
な
ど
各
種
団

体
に
よ
る
「
三
間
町
音
頭
」

の
練
り
踊
り
で
開
幕
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
保
育
園
児
や
小

学
生
の
踊
り
な
ど
が
次
々
に

披
露
さ
れ
、
観
客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
三
間
町
音
頭
」
総
踊
り

の
終
わ
り
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
花
火
は
、
三
間
の
夜
空
を

彩
り
、
多
く
の
人
が
夏
の
夜

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

８
月
16
・
17
日
に
は
、
岩

松
川
お
祭
り
河
原
を
主
会
場

に
「
つ
し
ま
夏
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

16
日
の
前
夜
祭
で
は
、
ミ

新
市
立
宇
和
島
病
院

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　

９
月
５
日
、
市
立
宇
和
島

病
院
で
約
４
年
に
わ
た
っ
た

工
事
の
竣
工
を
記
念
し
た
竣

工
式
が
あ
り
、
新
病
院
の
誕

生
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
14
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
、
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
で
き
た
北
棟
に
は

さ
く
ら
ホ
ー
ル
（
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
）、
総
合
案
内
、

総
合
受
付
、
定
員
約
２
０
０

人
の
講
堂
、
理
容
室
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が

あ
り
、
立
体
駐
車
場
に
は
、

４
５
０
台
が
収
容
可
能
で

す
。

和
島
信
用
金
庫
の
牛
鬼
が
練

り
歩
き
、「
き
な
は
い
や
流

し
踊
り
」
で
は
、
15
団
体
約

７
０
０
人
の
参
加
者
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
し
な
が
ら
町
中
を
踊
り
歩

き
ま
し
た
。

　

日
が
落
ち
て
祭
り
ム
ー
ド

が
高
ま
る
な
か
、「
吉
田
御

陣
屋
太
鼓
」
の
勇
壮
な
太
鼓

の
音
色
と
と
も
に
、
か
が
り

火
と
松
明
の
光
に
照
ら
さ
れ

た
若
者
た
ち
の「
走
り
こ
み
」

と
「
お
札
争
奪
戦
」
が
始
ま

り
、
お
札
を
奪
い
に
行
く
姿

に
、
観
客
か
ら
は
大
き
な
歓

声
も
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

興
奮
が
最
高
潮
に
達
し
た
と

こ
ろ
で
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
打

ち
上
げ
花
火
が
夜
空
に
舞
い

上
が
り
、
夏
祭
り
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り

　

７
月
22
日
〜
24
日
、
和
霊

大
祭
・
第
43
回
う
わ
じ
ま
牛

鬼
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
を
飾
る
「
ガ
イ
ヤ
カ
ー
ニ

バ
ル
」
で
は
78
団
体
約
３
，

６
０
０
人
も
の
参
加
者
が
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
、
き
さ
い
や

ロ
ー
ド
・
牛
鬼
す
と
り
ー
と

を
所
狭
し
と
踊
り
ま
し
た
。

大
賞
を
と
っ
た
の
は
、
子
ど

も
の
部
は
「
Ｐ
ｅ
ｔ
ｉ
ｔ 

Ａ
ｎ
ｇ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
」、

一
般
の
部
は
「
愛
媛
女
子
短

期
大
学
選
抜
チ
ー
ム
『
凛
〜

リ
ン
〜
』」
の
皆
さ
ん
。
息

の
揃
っ
た
ダ
ン
ス
で
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」「
子

ど
も
牛
鬼
パ
レ
ー
ド
」
と
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
あ

と
、「
宇
和
島
お
ど
り
大
会
」

で
し
と
や
か
な
、
ま
た
楽
し

い
踊
り
を
披
露
。
そ
し
て
、

宇
和
島
湾
か
ら
３
，
６
０
０

発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
宇
和
島
の
夜
を
鮮
や
か

に
彩
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
24
日
、「
親
牛

鬼
パ
レ
ー
ド
」
で
18
体
の
牛

鬼
が
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と

と
も
に
、
き
さ
い
や
ロ
ー
ド

か
ら
和
霊
神
社
ま
で
練
り
歩

き
ま
し
た
。
途
中
、
２
、
３

体
で
の
鉢
合
わ
せ
も
披
露
し

て
、
観
客
を
大
い
に
沸
か
せ

ま
し
た
。
夜
に
は
、
締
め
く

く
り
を
飾
る
「
走
り
込
み
」

で
、
御
神
竹
に
若
者
が
一
気

に
登
り
御
幣
を
得
る
と
、
盛

大
な
歓
声
と
拍
手
が
鳴
り
響

き
、
ア
ツ
い
３
日
間
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
聴
衆
は
酔

い
し
れ
、
ま
た
、
岩
松
の
町

並
み
は
あ
ん
ど
ん
に
照
ら
さ

れ
て
、
幻
想
的
な
世
界
を
演

出
し
て
い
ま
し
た
。

　

17
日
は
、
津
島
中
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
、
津
島
高
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
、
レ
ー
モ
ン
ド
松
屋
・

や
し
ま
ひ
ろ
み
・
山
口
瑠
美

歌
謡
シ
ョ
ー
に
大
い
に
盛
り

上
り
、
舞
踊
大
行
進
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た

衣
装
で
着
飾
り
、
新
津
島
音

頭
に
乗
せ
て
踊
り
歩
き
ま
し

た
。

　
「
雅
」
に
よ
る
力
強
い
樹
根

太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
で
、
会

場
の
熱
気
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
！
色
と
り
ど
り
の
花
火
が

川
面
を
彩
り
、
観
客
は
ふ
る

さ
と
津
島
の
夏
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

記
録
的
入
館
者
数

「
戦
国
武
将
伝
」

　

市
立
伊
達
博
物
館
で
創
立

35
周
年
特
別
展
「
戦
国
武
将

伝
」
が
９
月
１
日
〜
10
月
４

日
に
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
展
示
期
間
中
の
入
館
者

は
、
１
万
２
，
０
１
１
人
と

30
年
ぶ
り
に
１
万
人
を
突
破

す
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

　

特
別
展
で
は
、
国
指
定
重

要
文
化
財
（
重
文
）
の
門
外

不
出
と
い
わ
れ
て
い
る
「
木

造
織
田
信
長
坐
像
」
や
、
同

じ
く
重
文
の
「
絹
本
著
色
豊

臣
秀
吉
像
」
な
ど
戦
国
武
将

ゆ
か
り
の
品
々
が
展
示
さ

れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し

た
。



　

７
月
５
日
、
北
海
道
石
狩

郡
当
別
町
（
と
う
べ
つ
ち
ょ

う
）
と
宇
和
島
市
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮

城
県
大
崎
市
で
姉
妹
都
市
盟

約
締
結
調
印
式
を
し
ま
し

た
。

　

伊
達
家
が
結
ぶ
縁
で
、
平

成
18
年
3
月
に
3
市
町
で

「
友
好
交
流
の
証
」
を
取
り

交
わ
し
、
当
別
町
と
宇
和
島

市
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
相

互
交
流
、お
互
い
の
農
産
物
・

海
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
な
ど

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

き
さ
い
や
広
場
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
当
別
町
の

皆
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、

そ
こ
で
姉
妹
都
市
締
結
の
話

が
ま
と
ま
り
、
今
回
の
調
印

式
と
な
り
ま
し
た
。

当
別
町
に
つ
い
て

　

当
別
町
は
札
幌
市
と
境
界

を
接
し
、
札
幌
都
心
部
か
ら

約
15
〜
25
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

位
置
し
て
お
り
、
現
在
の
人

口
は
１
８
，
９
５
２
人
（
平

成
21
年
７
月
１
日
現
在
）
で

す
。 

明
治
4
年
、
仙
台
藩

岩
出
山
の
領
主
・
伊
達
邦
直

公
が
家
臣
共
々
移
住
し
、
苦

難
の
開
拓
の
歴
史
が
始
ま
り

ま
し
た
。
人
々
の
開
拓
の
努

力
は
、
明
治
35
年
頃
に
は
札

幌
支
庁
管
内
（
当
時
）
で
最

も
豊
か
な
農
村
へ
と
発
展

し
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
し

た
本
町
の
礎
が
築
か
れ
ま
し

た
。 

　

現
在
は
、管
内
有
数
の
米
、

切
り
花
の
ほ
か
、
野
菜
の
生

産
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

札
幌
市
な
ど
の
産
業
集
積
地

の
隣
地
で
あ
り
農
業
を
通
し

て
都
市
と
の
交
流
を
深
め
、

札
幌
近
郊
の
田
園
都
市
と
し

て
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
気
候
風
土
が
似
て

い
る
と
い
わ
れ
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
王
国
・
レ
ク
サ
ン
ド
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
を
機
に

積
極
的
な
国
際
交
流
を
進
め

て
い
ま
す
。

編
集
後
記
（
担
当　

竹
葉
）

交
流
会
開
催
予
定

　

今
年
度
の
各
地
域
交
流
会

を
、
近
畿
地
区
は
1
月
24
日

に
新
阪
急
ホ
テ
ル
で
、
関
東

地
区
は
２
月
上
旬
に
都
内
で

開
催
予
定
で
す
。
初
開
催
の

中
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
日

程
調
整
中
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ワ
の
カ
レ
ー
復
活

　

市
立
病
院
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
「
Ｋ
ｅ
ｎ
‘
ｓ　

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」

に
懐
か
し
い
「
喫
茶
店
ジ
ャ

ワ
」
の
カ
レ
ー
が
復
活
し
ま

し
た
。
７
年
前
に
閉
店
さ
れ

た
店
主
が
伝
授
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
あ
の
味
を
想
像
し
た

だ
け
で
汗
が
出
て
き
ま
す
。

も
ー
に
バ
ス

実
証
運
行
中
！

　

８
月
１
日
、
市
内
中
心
部

に
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周

回
す
る
観
光
循
環
バ
ス
「
う

わ
じ
ま 

も
ー
に
バ
ス
」
の

実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
。
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
の
委
託
を
受
け
た

市
が
、
宇
和
島
自
動
車
㈱
と

共
同
で
運
行
し
て
お
り
、
Ｊ

Ｒ
宇
和
島
駅
前
・
市
立
宇
和

島
病
院
・
き
さ
い
や
広
場
な

ど
11
カ
所
を
約
30
分
で
１
周

し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
宇
和
島
駅
前

←恵
美
須
町

←南
予
文
化
会
館
前

←牛
鬼
す
と
り
ー
と

←追
手
通
り
前

←本
町
追
手

←堀
端
町

←市
立
宇
和
島
病
院

←伊
達
博
物
館
前

←き
さ
い
や
広
場

←恵
美
須
町

もーにバスは このルートをグルグルまわります

宇
和
島
の
新
し
い
乗
り
物
に

ぜ
ひ
一
度
ご
乗
車
く
だ
さ
い

ベ
ロ
タ
ク
シ
ー

運
行
開
始

　

９
月
３
日
、
城
山
周
辺
の

観
光
施
設
や
病
院
な
ど
を
回

る
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
（
２
人
乗

り
）
が
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

〝
ベ
ロ
〞
は
〝
自
転
車
〞
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
３
台
の
特

産
品
な
ど
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し

た
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
が
お
客
さ

ん
を
乗
せ
て
市
内
を
走
り
ま

す
。
急
な
呼
び
出
し
に
は
対

応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
料　

金
】
１
人
初
乗
り
50
円

（
１
キ
ロ
以
内
）
以
降
は
１
キ

ロ
50
円
。

※ 

身
体
障
害
者
・
就
学
前
児

童
・
運
転
免
許
返
納
者
は
、

初
乗
り
料
金
無
料
。

【
連
絡
先
】
宇
和
島
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
☎
22 

ー 

７
８
９
０

　

ま
た
、
９
月
26
日
・
27
日

に
は
、
姉
妹
都
市
と
な
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
産
地

直
送
の
お
い
し
い
野
菜
を
食

べ
て
も
ら
お
う
と
北
海
道
の

広
い
大
地
で
育
っ
た
野
菜
を

販
売
す
る
「
と
う
べ
つ
市
場

ｉ
ｎ
宇
和
島
」
が
き
さ
い
や

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
生
で
も
食
べ
ら

れ
る
と
う
も
ろ
こ
し
や
い
も

だ
ん
ご
汁
な
ど
当
別
町
の
特

産
品
が
販
売
さ
れ
、
予
想
以

上
の
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
、

１
時
間
程
度
で
売
り
切
れ
る

ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

　

姉
妹
都
市
締
結
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
さ
ら
な
る
交
流

の
拡
大
、
お
互
い
の
発
展
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

北海道石狩郡

当別町と

姉妹都市に

施　設　名 休　館　日
電話番号

（市外局番0895）

市立伊達博物館 12月24日～１月４日、月曜日 22 - 7776

市立歴史資料館 12月28日～１月４日、月曜日 23 - 2400

吉田ふれあい国安の郷 12月28日～１月４日、月曜日、祝日の翌日 52 - 4884

きさいや広場 12月31日 午後２時～１月１日 22 - 3934

道の駅「みま」コスモス館 12月31日～１月２日、火曜日 58 - 1122

畦地梅太郎記念美術館・井関邦三郎記念館 12月29日～１月３日、火曜日 58 - 1133

薬師谷温泉さがの 無休 27 - 3511

津島やすらぎの里 第１・３月曜日（１月４日は営業） 20 - 8181

祓川温泉 毎月１・20日 36 - 0333

南楽園 12月29日～１月１日 32 - 3344
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12
月
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日
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で

　

吉
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１
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２
日
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会

１
月
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津
島
し
ら
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産
業
ま
つ
り

２
月
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・
28
日

　

宇
和
島
海
の
恋
人
ま
つ
り

４
月
４
日
（
予
定
）

　

定
期
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牛
大
会

６
月
上
旬

　

薬
師
谷
渓
谷

　
　

そ
う
め
ん
流
し

観光施設の休館日（休館日が祝日の場合は翌日になります）


